
揖揖
斐斐
川川
歴歴
史史
民民
俗俗
資資
料料
館館

夏夏
休休
みみ
講講
座座
参参
加加
者者
募募
集集
にに
つつ
いい
てて

資
料
館
で
は
夏
休
み
に
次
の
講
座
を
開

き
ま
す
。
小
学
生
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

★
石
に
絵
を
描
こ
う

・
日

時

８
月
２２
日（
火
）午
前
９
時
３０
分
〜

・
参
加
対
象

町
内
の
小
学
３
年
生
〜
６
年
生

・
定

員

１０
人

・
持
ち
物

絵
筆
・
雑
巾
・
筆
洗
・
パ
レ
ッ
ト
・

水
筒
・（
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
）

・
場

所

健
康
広
場

第
２
会
議

★
ま
が
た
ま
を
作
ろ
う

・
日

時

８
月
２５
日（
金
）午
前
９
時
〜

・
参
加
対
象

町
内
の
小
学
４
年
生
〜
６
年
生

・
定

員

１５
人

・
持
ち
物

筆
記
用
具
・
タ
オ
ル
・
マ
ス
ク
・

水
筒
・（
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
）

・
材
料
代

１
５
０
円
（
当
日
徴
収
）

・
場

所

健
康
広
場

第
２
会
議
室

申
し
込
み
は
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

（
℡
２
２
‐
５
３
７
３
）
ま
で

揖揖
斐斐
川川
歴歴
史史
民民
俗俗
資資
料料
館館

展展
示示
案案
内内

「
ひ
と
の
暮
ら
し
と
戦
争
」
展

８
月
１５
日
は
太
平
洋
戦
争
が
終
結
し
た

日
で
す
。

資
料
館
で
は
収
蔵
品
の
中
か
ら
人
の
暮
ら

し
と
戦
争
の
関
わ
り
を
主
題
に
展
示
し
ま
す
。

展
示
期
間

８
月
６
日（
日
）〜
９
月
２４
日（
日
）

展
示
品

・
日
露
戦
争
に
従
軍
し
た
兵
士
よ
り
家
族

に
届
け
た
手
紙

・
祝
出
征
の
ぼ
り
・
日
の
丸
寄
せ
書
き

・
小
学
校
が
出
征
兵
士
に
送
っ
た
慰
問
袋

・
児
童
の
図
画
工
作
・
習
字
の
作
品

古古
文文
書書
読読
解解
講講
座座
のの
ごご
案案
内内

・
日
時

８
月
５
日
（
土
）

午
後
２
時
〜
４
時

・
会
場

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

「
ア
ー
ト
２
０
０
６
い
び
が
わ
」

美
術
展
作
品
募
集

発
足
以
来
１８
年
目
を
迎
え
る
「
ア
ー
ト

い
び
が
わ
」
で
は
、
地
域
文
化
の
創
造
・

発
信
の
場
と
な
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
心
の

こ
も
っ
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

●
会
期

１０
月
１３
日
（
金
）
〜
１５
日
（
日
）

●
会
場

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

●
搬
入
期
日

１０
月
８
日
（
日
）

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
へ

●
部
門

日
本
画
、
洋
画
、
書
道
、
彫
塑

工
芸
、
写
真

●
作
品
規
格

・
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

・
日
本
画
・
洋
画
は
１０
号
以
上
１００
号
以
内

（
額
装
）

・
水
彩
画
で
マ
ッ
ト
使
用
の
と
き
は
マ
ッ

ト
を
含
め
て
５０
号
以
内
（
額
装
）

・
書
道
は
仕
上
が
り
寸
法
（
縦
２４２
㎝
×
横

９０
㎝
）
以
内
（
額
装
）
必
ず
釈
文
を
添

え
る
こ
と

・
彫
塑
工
芸
は
一
人
で
運
搬
で
き
る
も
の

（
１００
㎝
×
１００
㎝
×
１８８
㎝
以
内
）

・
写
真
は
四
つ
切
か
ら
全
紙
（
パ
ネ
ル
貼

り
ま
た
は
額
装
）

●
出
品
点
数

一
人
一
点
（
各
部
門
）

出
展
料
は
無
料
で
す

●
対

象

者

一
般
（
高
校
生
以
上
）

出
品
申
込
書
は
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
、

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
、
各
振
興
事
務

所
に
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
ま
た

は
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
舞
台
裏

揖
斐
川
町
鶴
見
地
区
に
あ
る
藤
橋
城
・

西
美
濃
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
は
、
現
在
２

名
の
職
員
が
投
影
を
行
っ
て
い
ま
す
。

投
影
後
に
、
お
客
さ
ん
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
質
問
を
受
け
ま
す
が
、
大
抵
の
お
客
さ

ん
が
驚
か
れ
る
こ
と
の
一
つ
に
、
「
解
説

原
稿
が
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

西
美
濃
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
は
、
台
本
が

あ
り
ま
せ
ん
。
必
要
最
小
限
の
メ
モ
程
度
。

そ
れ
以
外
は
解
説
者
の
感
性
と
知
識
で
３０

分
間
の
番
組
解
説
を
創
り
出
し
て
い
ま
す
。

解
説
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
夕
焼
け

や
朝
焼
け
な
ど
微
妙
な
夜
空
の
明
る
さ
調

節
、
暗
く
な
る
に
つ
れ
て
星
を
映
し
出
し
、

夜
明
け
と
と
も
に
星
を
消
し
て
い
く
操
作
、

ス
ラ
イ
ド
を
つ
け
た
り
消
し
た
り
、
音
楽

の
切
り
替
え
、
音
量
調
整
な
ど
、
そ
れ
ら

す
べ
て
を
、
手
動
で
、
独
り
で
、
暗
が
り

の
中
で
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
も
、
使
用
す
る
ス
ラ
イ
ド
は
、
ほ
ぼ

１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
職
員
の
手
作
り
で
す
。

イ
ラ
ス
ト
や
図
版
も
職
員
が
描
い
て
い
ま

す
。も

う
す
ぐ
夏
休
み
。
涼
を
求
め
に
、
学

習
意
欲
を
満
た
す
た
め
に
、
ま
た
、
舞
台

裏
を
想
像
し
な
が
ら
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を

楽
し
む
た
め
に
、
ぜ
ひ
藤
橋
城
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
入
館
料

大

人

５
０
０
円

小
中
学
生

２
５
０
円

幼

児

１
０
０
円

（
藤
橋
歴
史
民
俗
資
料
館
と
共
通
券
）
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